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論 文 内 容 の 要 旨
　本論文は、そのタイトル The Role of Implicit Memory in Second-Language Speech Processing: Auditory 










　第２章（Purposes and Hypotheses of the Study）では、本博士論文において報告する計５つの実験の目的、
検討課題、仮説が一括してまとめられている。
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の事例の処理を通じて学習者が、第二言語の音韻情報データベース（cognitive database of L2 phonological 
－ 5 －
information）を形成する可能性を示唆し、そのことから EBM モデルに対する支持の可能性を示唆したこと
は、大いなる意義のある点である。今後の第二言語音声の聴覚プライミング研究の方向を示唆する点でも重
要な指摘であると言えよう。
　（5）本研究は、一方では、第二言語としての英語の文や談話レベルに至らない、単語レベルの聴覚プライ
ミング研究にとどまっているという批判を受ける可能性が予想されるものである。しかしながら他方では、
これだけ詳細に単語レベルでの聴覚プライミングに焦点を当てた研究であるということは、逆に大いに評価
されるべき点でもある。それだけ刺激の統制など心理言語学実験という観点からは、他に類をみない綿密な
研究成果になっているからである。
　以上、本委員会は、本学位論文の内容を慎重に審査し、2017年６月29日に実施された公開の口頭試問によ
る最終試験の結果を踏まえ、松田紀子氏が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与されるにふさ
わしいとの結論を得たのでここに報告する。
